



























走査 トンネル分光を主体にしているようである。かくいう私も修士課程の時代から 「我 こそが完壁な接
合を」と夢見て、高温超伝導体の トソネル分光を行っているが、完壁な接合どころか超伝導ギャップす
ら示さない接合を山のように作る始末。それに加えて最近は光電子分光の分解能が日増 しに良くなって










か。 その第 一歩 と して 、高温 超伝 導体 の トソネ ル接 合 の実 現 が位置 づ け られ る と考 えて い る。 自らの研
究 が その一 翼 をに な うことを願 って ここに筆 を置 く。
用語解説
・トンネル分光
金属あるいは半導体を電極とし20A程 度の絶縁層を挟んで接触 した物が トソネル接合である。 トソネル
接合を流れるトソネル電流は両電極のフェル ミ準位付近の状態密度に依存するので、これを測定するこ
とにより電子状態が調べられる。特に一方が金属、もう一方が超伝導体または半導体の場合は、ギャッ
プ構造が明確に現れる。
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